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小郡三井医師会より　　　　　　　　　　　　　予防接種担当理事　田中泰之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　廣瀬真惠



記 

 

１．各都道府県は、都道府県医師会、都道府県卸売販売業者団体等の管内関係者と協

議の上、以下の事項について取決めを行うこと。 

（１）管内の卸売販売業者、医療機関等における在庫状況等を短期間（３日間程度）

に把握することが可能な体制づくり 

（２）一部の医療機関等でワクチンが不足した場合の調整方法 

（３）特定の医療機関より過剰な発注が認められる場合の情報共有 

 （※上記事項については、福岡県と協議の上、改めてご連絡いたします。） 

 

２．卸売販売業者は、医療機関に必要量の供給を随時行い、ワクチンの偏在が起こら

ないように配慮すること。 

 

３．各都道府県は、上記１により、管内におけるワクチンの供給に地域的な不足や偏

在が発生していると認められる場合には、地域間の調整を行うこと。その上でなお、

管内全体において供給不足が明らかになった時は、厚生労働省健康局健康課にその

状況を連絡すること。 

この場合、厚生労働省健康局健康課では、全都道府県に、それぞれの管内のワク

チンの供給状況の報告を求め、必要と認めるときは、各都道府県の協力の下、製造

販売業者、販売業者及び卸売販売業者に対して、在庫の全国的な調整を依頼するこ

ととしていること。 

 

４．各市区町村は、別紙の第一三共株式会社の「プレスリリース」及び北里第一三共

ワクチン株式会社の「自主回収の対象ワクチンに関する見解」において、自主回収

対象となっているワクチンについて、現時点では自主回収対象のワクチンを有効期

限内に接種している場合には、十分な有効性を有していたこと、安全性についても

特段の懸念は生じていないこと、が示されていることを踏まえ、当該ワクチンの被

接種者等に対して、必要に応じて、適切な情報提供を行うとともに接種医療機関へ

の相談等を助言すること。 

なお、回収対象となったワクチンを定期接種として実施された者に対して、再接

種を勧奨する必要はないが、医学的な評価及び検討の上で再接種が適当と判断され

た者については、当該ワクチンによる既接種は適切な定期接種が実施されなかった

ものとして、保護者に対して必要な説明をした上で、定期接種として実施すること

は、差し支えない。 



（地Ⅲ149F） 

平成２７年１０月３０日 

 

都道府県医師会 

感染症危機管理担当理事 殿 

日本医師会感染症危機管理対策室長 

小 森  貴 

 

 

乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチンの 

製造販売会社による自主回収への対応について 

 

北里第一三共ワクチン株式会社が製造する『はしか風しん混合生ワクチン「北

里第一三共」』並びに『はしか生ワクチン「北里第一三共」』において、同社内

における定期安定性モニタリングの結果、特定の製造番号品において、麻しん

ウイルスの力価が有効期限内に承認規格を下回る可能性があることが判明した

ことから、同製造番号品について自主回収される見込みとなり、厚生労働省よ

り別添の通知がなされ、本会に対して周知協力方依頼がありました。 

定期接種で主に使用されている MR ワクチンの製造販売業者の出荷計画に

よれば、全国的なワクチンの不足は生じない見込みとしていますが、一部の地

域や医療機関において、ワクチンの偏在等により供給不足が懸念されることか

ら、同省は他の製造販売業者に対して予定前倒しの出荷及び増産の対応を依頼

するとともに、安定供給のため下記の対応を行うこととしております。 

なお、北里第一三共によれば、現在までに当該ワクチンの有効性および安全

性に特段の懸念は生じていないとしております。 

また、規格を下回る可能性がある当該製造番号のワクチンを接種された方が、

有効性に不安を感じられ、抗体価測定を希望された場合の抗体検査の費用（実

費）、及び医学的な評価及び検討の上で追加の接種が必要と判断された方に対す

る追加の接種の費用（実費）については、北里第一三共が負担するとしており

ます。 

つきましては、貴会におかれましても、本件についてご了知の上、郡市区医

師会、関係医療機関等に対する周知方につきまして、ご高配のほどよろしくお

願い申し上げます。 

  



記 

 

１． 各都道府県は、都道府県医師会、都道府県卸売販売業者団体等の管内関係

者と協議の上、以下の事項について取決めを行うこと。 

（１）管内の卸売販売業者、医療機関等における在庫状況等を短期間（3 日間

程度）に把握することが可能な体制づくり 

（２）一部の医療機関等でワクチンが不足した場合の調整方法 

（３）特定の医療機関より過剰な発注が認められる場合の情報共有 

 

２． 卸売販売業者は、医療機関に必要量の供給を随時行い、ワクチンの偏在が

起こらないように配慮すること。 

 

３． 各都道府県は、上記１により、管内におけるワクチンの供給に地域的な不

足や偏在が発生していると認められる場合には、地域間の調整を行うこと。

その上でなお、管内全体において供給不足が明らかになった時は、厚生労

働省健康局健康課に、その状況を連絡すること。 

この場合、厚生労働省健康局健康課では、全都道府県に、それぞれの管

内のワクチンの供給状況の報告を求め、必要と認めるときは、各都道府県

の協力の下、製造販売業者、販売業者及び卸売販売業者に対して、在庫の

全国的な調整を依頼することとしていること。 

 

４． 各市区町村は、別紙の第一三共株式会社の「プレスリリース」及び北里第

一三共ワクチン株式会社の「自主回収の対象ワクチンに関する見解」にお

いて、自主回収対象となっているワクチンについて、現時点では自主回収

対象のワクチンを有効期限内に接種している場合には、十分な有効性を有

していたこと、安全性についても特段の懸念は生じていないこと、が示さ

れていることを踏まえ、当該ワクチンの被接種者等に対して、必要に応じ

て、適切な情報提供を行うとともに接種医療機関への相談等を助言するこ

と。 

なお、回収対象となったワクチンを定期接種として実施された者に対し

て、再接種を勧奨する必要はないが、医学的な評価及び検討の上で再接種

が適当と判断された者については、当該ワクチンによる既接種は適切な定

期接種が実施されなかったものとして、保護者に対して必要な説明をした

上で、定期接種として実施することは、差し支えない。 





















（地Ⅲ154F） 

平成２７年１１月５日 

 

都道府県医師会 

感染症危機管理担当理事 殿 

日本医師会感染症危機管理対策室長 

小 森  貴 

 

 

乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチンの製造販売業者による 

自主回収への対応について 

 

「乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチンの製造販売会社による自主回収への

対応について」は、平成２７年１０月３０日付（地Ⅲ149F）をもって貴会宛お

送りいたしました。 

今般、同通知の北里第一三共ワクチン株式会社による「自主回収の対象ワク

チンに関する見解」の別紙－１「回収ロット別の承認規格値確認状況」につい

て、同社により情報が更新され、厚生労働省より別添の事務連絡がなされまし

たので情報提供いたします。 

なお、今後、北里第一三共ワクチン株式会社が自主回収を行っている MR ワ

クチンの「回収ロット別の承認規格値確認状況」に関する情報は、同社ホーム

ページ（http://www.daiichisankyo-kv.co.jp/）において適宜更新される予定と

しております。 

 つきましては、貴会におかれましても、本件についてご了知の上、郡市区医

師会、関係医療機関等に対する周知方につきまして、ご高配のほどよろしくお

願い申し上げます。 

 

 

 

http://www.daiichisankyo-kv.co.jp/


事 務 連 絡 
平成 27 年 11 月 4 日 

   都 道 府 県 
各 保健所設置市  衛生主管部（局）御中 
  特 別 区  
 

厚生労働省健康局健康課 
 

乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチンの製造販売業者による 
自主回収への対応について（情報提供） 

 
北里第一三共ワクチン株式会社製造の乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン

（以下「MR ワクチン」という。）の自主回収については、「乾燥弱毒生麻しん風

しん混合ワクチンの製造販売業者による自主回収への対応について（協力依頼）」

（平成 27 年 10 月 30 日付健健発 1030 第 2 号厚生労働省健康局健康課長通知）

に基づき、対応をお願いしたところです。その際、同通知の別紙「自主回収の

対象ワクチンに関する見解」の情報提供を行ったところですが、本日、北里第

一三共ワクチン株式会社より、当該情報における別紙-1「回収ロット別の承認規

格値確認状況（平成 27 年 10 月 29 日時点）」について、情報の更新の連絡があ

ったので、追加して情報提供します。 
今後、北里第一三共ワクチン株式会社が自主回収を行っている MR ワクチン

の「回収ロット別の承認規格値確認状況」に関する情報は、北里第一三共ワク

チン株式会社ホームページ（http://www.daiichisankyo-kv.co.jp/）において適宜

更新される予定とのことですので、その旨ご了知いただき適宜ご活用いただく

とともに、貴管内市町村及び関係機関に対し、周知をよろしくお願いします。 
 



平成 27年 10月 30日に厚生労働省へ情報提供した「自主回収の対象ワクチンに関する見解」の【別紙-1】の更新版 

【別紙-1】 

回収ロット別の承認規格値確認状況                        2015 年 11 月 02 日現在※1 

製造番号 A: 承認規格値を満たしていた期間 B: 承認規格値を下回る可能性が否定できない期間 

HF053A 
2014 年 03 月 03 日～2015 年 05 月 02 日 

（製造から 14 箇月） 

2015 年 05 月 03 日～2015 年 09 月 02 日 

（製造から 15～18 箇月） 

HF054A 
2014 年 03 月 05 日～2015 年 05 月 04 日 

（製造から 14 箇月） 

2015 年 05 月 05 日～2015 年 09 月 04 日 

（製造から 15～18 箇月） 

HF055A 
2014 年 04 月 08 日～2015 年 01 月 07 日 

（製造から 9箇月） 

2015 年 01 月 08 日～2015 年 10 月 07 日 

（製造から 10～18 箇月） 

HF056A※1,2 
2014 年 05 月 19 日～2015 年 10 月 18 日 

（製造から 17 箇月） 

2015 年 10 月 19 日～2015 年 11 月 18 日 

（18 箇月） 

HF057A 未出荷 

HF058A※2 
2014 年 12 月 10 日～2015 年 09 月 09 日 

（製造から 9箇月） 

2015 年 09 月 10 日～2016 年 06 月 09 日 

（製造から 10～18 箇月） 

HF059A※2 
2014 年 12 月 14 日～2015 年 09 月 13 日 

（製造から 9箇月） 

2015 年 09 月 14 日～2016 年 06 月 13 日 

（製造から 10～18 箇月） 

※１:2015 年 11 月 2 日 HF056A の情報について、新たな経時的データが得られたため情報を更新。 

※２:製造番号 HF056A,HF058A,HF059A は、今後も経時的データの取得時にデータ更新予定。 




